
 
 

 

 

 

専門部長  山 口 義 民             専門委員長  宇 木 浩 二 

 

今年度は、山口義民専門部長（神埼高）のもと、専門委員長宇木浩二（鳥工高）、専門委員園田里志

（神埼高）、山田大地（伊農高）、田中裕（伊農高）の新体制でスタートいたしました。また、佐賀県高体連およ

び佐賀県カヌー協会のご協力を賜り、専門部行事を無事に終えることができました。この場をお借りしてお礼申し

上げます。 

 

 

● 平成 28 年度九州カヌースプリント選手権大会兼九州高等学校カヌー新人大会 

   期日  平成 28年 1１月 4日（金）～11月 6日（日） 

  場所  宮崎県新富町富田浜漕艇場 

  成績  種目  Ｋ－１  500m （カヤックシングル） 

      平山 碧人 （鳥工高）  Ｂ決勝 ７位   

      種目  Ｃ－１  500m （カナディアンシングル） 

      谷崎 晃登  （伊農高） Ｂ決勝 ７位   

           

  鳥工高 平山碧人が、Ｋ－１でＢ決勝７位、及び伊農高 谷崎晃登がＣ－１でＢ決勝７位となり、 

この結果、谷崎晃登は、２０１６九州コンソーシアム強化指定選手となった。 

 

● 2017 カヌースプリントジュニア海外派遣選手 3 次選考会 

期日  平成 29年 3月 24日(金)～28日(火)  

場所  香川県坂出市府中湖カヌー競技場 

 

神埼高 鳥工高の選手が出場した。 

海外派遣選手選考会ということで、種目が１０００ｍ及び２００ｍの競技となり、冬季トレーニングで 

１０００ｍを中心に練習した成果を十分に発揮できず、予選で敗退した。  

全国のレベルの高さを痛感した大会でした。 

 

 

カ  ヌ  －  部 



 
 

● 平成 29 年度佐賀県高等学校総合体育大会 
    期日  平成 29 年 6 月 3 日（土）～6 月 4 日（日） 

   場所  杵島郡白石町 白石遊水池公園カヌー競技場 

   総合成績  男子総合 伊万里農林  女子総合 伊万里農林 

個人成績  ５ページ参照 

神埼高 伊農高 鳥工高の３校が出場し、全国の切符を賭けて熱い戦いが繰り広げられた。 

男子カヤックは、鳥工高が全種目制覇し、男子カナディアンは、伊農高が全種目制覇した。 

女子は、伊農高と神埼の争いを伊農高が制した。 

総合は、伊農高が総合力で男女アベック優勝を飾った。 

 

 

 



 
 

 ● 平成 29 年度全九州高等学校体育大会・第 14 回全九州高等学校カヌー競技会 

   期日  平成 29 年 6 月 16 日（金）～6 月 18 日（日） 

   場所  熊本県菊池市班蛇口湖ボート場 

 

   神埼高 伊農高 鳥工高の３校が出場し、九州各県の選手たちと熱い戦いを繰り広げた。 

   昨年は、４種目で入賞することができたが、今年は、健闘むなしく、決勝進出することができなかった。 

 

 ● 平成 29 年度全国高等学校体育大会 第 33 回全国高等学校カヌー選手権大会 

   期日  平成 29 年 8 月 6 日（日）～8 月 10 日（木） 

   場所  山形県西村山郡西川町 月山湖カヌースプリント競技場 

    

佐賀県勢 4 年連続入賞を目標に、神埼高、伊農高、鳥工高の３校で合同練習を行い、県カヌー全体のレベ

ルが向上するように指導者、選手一丸となり全国の舞台に臨んだが、もう一歩のところで入賞することがで

きなかった。今回、全国大会を経験して、中学生から一貫指導が定着しているチームが全国大会の上位に

進出していることを強く感じた。 

  
※出場者  

  男子 岸川謙汰 谷崎晃登 小楠裕己 古賀勇馬 （以上 伊農高） 

     平山碧人 福岡鷹  安永彰文 長谷部雄大 野田悠斗 真田侑汰 （以上鳥工高） 

  女子 古賀聖菜 （神埼高） 

     立部稀羅 岩永静佳 （以上伊農高） 

 

 

 



 
 

● 第 13回日本カヌースプリントジュニア・ジュニアユース小松大会 

2017カヌースプリントジュニア海外派遣選手２次選考会 

 
期日  平成29年9月7日（木）～9月10日（日） 

      場所  石川県小松市 木場潟カヌー場 

 
成績  種目  Ｋ－２  1000m （カヤックペア） 

       福岡 ・ 大岩   決勝 ７位   
        

    種目  Ｋ－２  500m （カヤックペア） 

     福岡 ・ 大岩   決勝 ９位  
 
神埼高 鳥工高の選手が出場した。 

海外派遣選手選考会ということで、種目が１０００ｍ及び５００ｍの競技となった。 

新チームとなって初めての全国大会のカヤックペア２人乗りで決勝へ進み、入賞することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 


